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論 文 内 容 の 要 旨 
 結び目不変量の開発は盛んに行われているが、結び目分類に有効な完全不変量は未だ発見されていない。結
び目の skein 多項式不変量に関し、２タングルにおける局所的変形「ミューテーション」が大きな障害になる
ことはよく知られている。n 対称性をもつ n タングルにおける局所変形換作「ローテーション」は、ミューテー
ションの一般化であるが、ミューテーションでは保存される Jones 多項式、Homfly 多項式がローテーションに
は有効となる（n=3,4を除く）ことが1989年前後にR.P.Anstee、J.H.Przytycki、D.Rolfsen、G.T.Jin により示
されている。「Alexander 多項式がローテーションにより不変である」という予想は10年余り未解決であった
が、2001年にP.Tracyk により n タングルの向きに制限を与えた場合は予想が正しいという部分解答が示された。 
 この制限をはずした場合ローテーションは Alexander 多項式を保存しないことを本論文において示し、先の
予想の否定的解答与えた。また、P.Traczyk の手法を用いて、結び目の村杉符号数、タングルの向きに制限を





構成法を適用して、n  対称性をもつ制限つき disk-band 表示可能なタングルによるローテーションは、絡み目
に沿った３次元球面の２重分岐被覆空間の１次元ホモロジー群を保存することを示した。 
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